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南スーダンの農業開発基本計画

国際協力業界で働く

JIN

途
上
国
の
人
々
に
真
摯
に
向
き
合
う

日
本
人
は
、
私
た
ち
と
一
緒
に

歩
ん
で
く
れ
る
ん
だ
ね
―
―
。
開

発
途
上
国
の
現
場
で
言
わ
れ
た
こ

の
言
葉
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｎ
が
大
切
に
し
、

実
践
し
て
き
た
思
想
そ
の
も
の
で

あ
る
。

同
社
は
、
代
表
取
締
役
の
大
野

康
雄
氏
が
、「
途
上
国
の
た
め
に

人
生
を
か
け
た
い
」
と
志
す
仲
間

と
共
に
２
０
１
１
年
に
設
立
し
た

企
業
だ
。
こ
れ
ま
で
、
南
ス
ー

ダ
ン
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
キ
ル
ギ
ス
な

ど
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
を
持

つ
。
複
数
の
国
際
援
助
機
関
が
関

わ
る
難
易
度
の
高
い
案
件
で
も
、

存
在
感
を
示
し
て
き
た
。
最
近
で

は
、
中
小
企
業
支
援
や
震
災
復
興

支
援
な
ど
、
業
務
の
幅
が
広
が
っ

て
い
る
。

同
社
の
最
大
の
特
長
は
、
途
上

国
に
対
し
て
常
に
真
摯
に
向
き
合

う
姿
勢
に
あ
る
。
例
え
ば
、
理
論

や
分
析
ツ
ー
ル
を
用
い
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
始
め
る
の
が
効
率
的
だ

と
思
わ
れ
る
事
案
で
も
、
同
社
で

は
ま
ず
、
現
場
に
出
て
、
人
々
の

声
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
、
住
民
の

生
活
に
寄
り
添
う
こ
と
を
優
先
す

る
。
そ
こ
に
生
き
る
人
々
と
同
じ

目
線
に
な
る
こ
と
で
、
初
め
て
分

か
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

「
人
々
が
直
面
し
て
い
る
状
況

は
そ
れ
ぞ
れ
に
全
く
異
な
る
。
過

去
に
成
功
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
無

意
味
な
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
き
れ

い
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
上
か
ら
提

案
す
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
で
き
る

か
ぎ
り
現
地
の
人
々
と
一
緒
に
歩

き
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向
け
て

謙
虚
に
泥
臭
く
取
り
組
め
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
育
て
た
い
」
と
大

野
代
表
は
強
調
す
る
。

採
用
活
動
で
は
、
応
募
者
の
根

本
的
な
価
値
観
や
軸
を
重
視
し
て

い
る
。「
途
上
国
の
た
め
に
何
を

し
た
い
の
か
、
そ
し
て
今
の
自
分

に
は
何
が
で
き
て
、
何
が
足
り
な

い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
徹
底
的

に
見
つ
め
、
行
動
で
き
る
人
材
を

随
時
求
め
て
い
る
。

設立 ▶ 2011年
資本金 ▶ 1,500万円
従業員 ▶ 15人
本社 ▶ 埼玉県さいたま市
事業分野 ▶  農業/農村開発、保

健衛生、自然環境
保全、社会配慮、
ジェンダー、中小企
業支援、人材育成

募集職種 ▶  開発コンサルタント（通年）
　　　　　　 若手スタッフ（不定期）

募集人材 ▶  文系・理系   
新卒・中途   
学士・修士

企業・採用情報

中小企業支援を積極的に展開

国内事業や震災復興支援に注力

POINT

その土地に生きる人々に寄り添うことを大切にしている（ウガンダにて）

083
国際協力キャリアガイド 2017-18

　「机上で考えないで、農民の生活を知り、その中から解決策を探しなさい」。これは、ウガンダの
案件で栄養改善を担当する際に上司から受けたアドバイスです。何度も農民のもとを訪問して分
かったのは、この地域では次の収穫の前に食料の
蓄えが尽きてしまうということ。「それなら、作付面積
を増やそう」と考えがちですが、荒れた土地の開墾
は想像以上に厳しいのが現実でした。農民の実情
を知らずに「もっと作りましょう」と言うことが、いかに
無責任であるかを痛感し、この経験を生かして、彼ら
の生計向上に役立つ研修教材を作成しました。現
地では「とても分かりやすい」と評価を得ています。

印象深いプロジェクトや業務は？

　「私でもコンサルタントになれますか？」という質問を多く受けます。大学院進学や海外経験を積
むことを考えると、時間的な制約も不安なようです。私も同じ思いや不安を持ちつつ進んできまし
たが、一つ一つの経験が積み重なり、今また途上国の人 と々一緒に仕事ができています。諦め
ず、ぜひチャレンジしてみてください。

この仕事を目指す読者へ一言

Company Data

事業部
（英ロンドン大学衛生熱帯医学校卒業）

石川 渚 さん
Ishikawa Nagisa

● 北部ウガンダ生計向上支援プロジェクト
● 大学での研修講師
● ナイジェリア栄養改善の詳細計画策定調査

留学先で途上国の公衆衛生について勉強した後、
JINに入社して、ウガンダ北部の生計向上支援プロ
ジェクトに栄養改善の専門家として参画しています。
現地の人々に食生活と栄養改善の大切さを伝える
ため、農村を訪ね歩いて得られた情報をもとに研修
教材を作成し、現地の普及員に伝えています。

ザンビアで、HIVや性感染症の予防啓発活動に
取り組みました。特に若い世代への保健教育の
強化の必要性を感じ、学生への保健知識の普
及を行いました。それと同時に、健康に暮らしなが
ら自分の目標を実現する大切さを考えてもらえる
ように努めました。日々試行錯誤の中での活動
だったので、より体系的に学びたいと考え、留学
を決心しました。

協力隊時代に『国際協力キャリアガイド』でJIN
の記事を目にし、現地の人々に寄り添う姿勢を大
事にしていることが強く印象に残りました。ザンビ
アで所属していた「国際協力塾」で知り合った方
に大野代表を紹介していただき、帰国後すぐに
JINを訪問して、隊員活動中の疑問や悩みを相談
しました。コンサルタントになるには、今後どのよう
な知識や経験を身に付けていくべきか、アドバイ
スもいただきました。

社員に聞きました！

現在

これまでの主な担当プロジェクト

中央大学経済学部を卒業。
民間企業に就職

青年海外協力隊の村落開
発普及員（現コミュニティ開
発）としてザンビアで活動

世界保健機関（WHO）西
太平洋地域事務局でイン
ターン

英ロンドン大学衛生熱帯医
学校に留学

JINに入社

23歳

25歳

28歳

29歳

30歳

協力隊時代

協力隊から帰国後

次回研修の
マテリアル準備
前回の調査内容のまとめ

プロジェクトの経理業務

今日のTo Do！

（株）JIN

代表者
代表取締役 大野康雄

〒330-0844
埼玉県さいたま市大宮区下町２-18
ＴＳ-３ ＢＬＤＧ．２階

TEL 048-650-0400

URL　  http://www.jincorp.jp/

（お問い合わせ・求人フォームはこちらから）


